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オミクロン株は、昨年11月頃に南アフリカで発生して以来、世界中に拡散している
日本では、今年に入ってからずっと 株の置き換わりを
繰り返しながら感染拡大が続いている
日本での、株の置き換わりは

BA.1⇒BA.2 ⇒BA.５ と続き、
現在は BA.5 が主流

今後も、さらに株が置き換わる可能性あり

現在の７波は BA.５が主流
BA.1、BA.2 と比べてると
感染力は強くなっている が
症状等に大きな差はない

ただ、ワクチン接種より時間が経過してる感染者は
症状が悪化する場合あり

⇒ 要注意
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BA.5株の症状～フランスと日本
症状の特徴は
咳
咽頭痛～咽頭違和感
全身倦怠感
頭痛
発熱

が多い

フランスでも日本でも
症状に大きな差異はない
⇒ 初発症状としては、

上気道症状が多い
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オミクロン変異株各々の特徴

～「BA.２」と比較して～

BA.５ は、その他変異株と比較しても

・感染力が強い
・潜伏期間がさらに短い
・免疫回避力が強い
・今までのワクチンが効きにくい

⇒ 発症予防効果が弱い
⇒ 感染しすい

・今までの中和抗体剤も効きにくい

・重症化は同様にしにくい
・抗ウイルス剤は効果あり
・ウイルスの排出期間も変化なし
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新しい療養期間の考え方 ＜９／７より＞

感染者は、基本的に

有症状者は 7日間

無症状者は 5日間

の療養期間に短縮
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オミクロン株のウイルス排出期間
についてオミクロン株は、

発症前の感染は少ない
(ウイルスの排出が少ない）と

言われているが、
排出期間自体が短くなった訳ではない
⇒ 発症直後の感染力が最も強い？

（ 発症日から発症3日後 ）
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7日以降でも、
約10％は培養が成立するウイルスが
排出されている
⇒ 感染力があるウイルス

＜感染研のデータより＞

症例数が少ないので、一概には断言できない
もう少し症例数が多いと、培養が成立する割合は低下するものと思われる

発症前よりは、発症後の方が感染力あり
特に

３～６日後は 感染力強い
７～９日後でも、10％位は培養成立
10日以降では、培養は成立せず

このデータは、BA.１のもの
BA.５ では多少の変化はあるだろう
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重症化 について

オミクロン株 でも
他の変異株と比べて
重症化しやすい訳ではない

頻度的には、
第5波、6波に比べると
かなり低くなっている

が、

BA.５ では、
高齢者の重症化がやや多い印象あり

感染者が多いために
割合的には低下している可能性あり
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重症化するタイミングは
前波より

短くなっている

以前は、7日後位が多かったが

第7波 では
２～4日 までが多く
感染早期に重症化している

特に
2日、3日で
状態が悪化する場合が多い
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ワクチン について

オミクロン株では
今までのワクチンに対する効果は低下しているが、それでも、それなりの効果は期待できる
⇒ 重症化予防 、発症予防 など ～ 全く効果がないわけではない
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特に、
新しい「オミクロン株対応ワクチン」は
BA.５ 対する効果が期待される

感染歴がなくても、
中和抗体の誘導力は大きい
感染歴があると、さらに高まる
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マスクに ついて

マスクは
感染リスクを明らかに低下させるが、

正しいマスクを
正しく装着しないと

効果はない
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